
吉
田
つばさとお書き

ください

比例代表は比例代表は

２７２７
歳歳 若い力で政治を変える！若い力で政治を変える！原発ゼロ原発ゼロ

　

こ
ん
に
ち
は
、
吉
田
つ
ば
さ
で
す
。
な
ぜ
私
達
若
い
世
代

が
、
低
賃
金
で
不
安
定
な
働
き
方
な
の
か
、
異
常
に

高
い
学
費
や
奨
学
金
と
い
う
借
金
を
背
負
う
の
か‥

　

●
９
条
改
憲
・
軍
事
費
の
２
倍
化
に
反
対
し
ま
す

●
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
し
ま
す

で
平
和
外
交

憲
法
９
条

　

５
年
間
で
４３
兆
円
も
の
軍
事
費
を
注
ぎ
込
む
大
軍
拡

は
、
平
和
も
暮
ら
し
も
壊
す
も
の
で
す
。
日
本
の
平
和

を
守
り
、
戦
争
の
心
配
の
な
い
東
ア
ジ
ア
を
つ
く
る
た

め
に
、
憲
法
９
条
を
い
か
し
た
平
和
外
交
を
広
げ
ま
す
。

●
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
で
雇
用
を
ふ
や
す

●
原
発
・
石
炭
火
力
か
ら
撤
退

気
候
危
機

削
減

50％
60％～

茨城は
再エネ
日本一

　

半
径
３０
キ
ロ
に
９１
万
人
。
避
難
は
不
可
能
で
す
。

　

水
戸
地
裁
は
、
避
難
計
画
の
策
定
困
難
を
理
由
に
運

転
差
し
止
め
を
命
じ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
へ
の
内
部

告
発
で
防
潮
堤
の
施
工
不
良
も
明
ら
か
に
。

　

再
稼
働
を
認
め
ず
、
き
っ
ぱ
り
廃
炉
を
求
め
ま
す
。

必
ず
廃
炉
に

東
海
第
２

吉田つばさの略歴 ●１９９７年 日立市生まれ ●河原
子小・中、多賀高校 ●茨城大学人文学部卒・学生赤
十字奉仕団団長 ●現在・日本共産党茨城県北部地区
「若者・くらし相談室長」●趣味・将棋 ●日立市在住

　

こ
う
し
た
将
来
へ
の
不
安
と
怒
り
が
、

政
治
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
た

原
点
で
す
。
誰
も
が
将
来
に

安
心
で
き
る
、
希
望
が
持
て

る
社
会
に
変
え
た
い
の
で
す
。

　

あ
な
た
の
一
票
を
、

茨
城
４
区
は
吉
田
つ
ば
さ
、

比
例
代
表
は
日
本
共
産
党
へ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。吉田つばさ事務所  

ひたちなか市東石川２９９６－５ ☎029-272-2112

物
価
対
策

消
費
税
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

５ ４ ２ １
●
価
格
保
障
・
所
得
補
償
で
農
家
を
支
え
る

●
入
学
金
は
廃
止
、
給
付
中
心
の
奨
学
金
に

●
国
公
私
立
の
学
費
値
上
げ
ス
ト
ッ
プ

●
ま
ず
５
％
に
減
税　

●
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止

●
最
低
賃
金
時
給
１
５
０
０
円
に

●
大
企
業
の
内
部
留
保
に
課
税

　

し
中
小
企
業
を
直
接
支
援

●
選
択
的
夫
婦
別
姓
た
だ
ち
に
実
現

●
生
涯
１
億
円
の
男
女
賃
金
格
差
是
正

食
料
自
給
率
５０
％
へ

1日7時間
週35時間
めざす

賃
上
げ
・
労
働
時
間
短
縮

学
費
ゼ
ロ
、　
　
半
額

３

い
ま
　
す
ぐ

年
金
・
介
護
・
医
療

●
年
金
を
物
価
高
騰
に
あ
わ
せ
増
額
す
る

●
医
療
・
介
護
の
負
担
増
ス
ト
ッ
プ

６
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等 今

す
ぐ
実
行裏金事件

徹底解明を
裏金事件
徹底解明を

自民党・石破派にも裏金疑惑
●企業団体献金の禁止
●政党助成金の廃止を求めます


